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【序論】希⼟類硫化物 α-R2S3 は直⽅晶系の結晶構造をもち、TN1 = 11.4 K, TN2 = 6.4 K で逐次的に反強磁性
転移を⽰し、TN2 の近傍の狭温度域で電気抵抗率が 10-100 倍にも及ぶ急増・急減を⽰すことで興味深い。
柱状単結晶の⻑⼿⽅向である b 軸に垂直に磁場を印加した場合、低温側転移点 TN2 において磁化率は鋭
いピークを⽰す。このピークが⼤きくなる磁場印加⽅向を磁化容易⽅向と呼ぶことにしたとき、c 軸⽅
向が磁化容易(c-easy)となるものが多数であるが、稀に a 軸⽅向が磁化容易(a-easy)となるものもあると
いう特徴が確認されてきた。また磁場中の単結晶回転[1]や⼀軸圧⼒の印加[2]により、磁化容易軸が交換す
る場合があることも確認している。磁化容易軸の違いは外観状では判別できず、極低温での磁化率測定

をしなければわからない。今回、α-Dy2S3 単結晶の導電性に室温で⼤きなばらつきがあることに注⽬した。
室温における電気抵抗の⼤⼩のカテゴリーによる磁化容易軸判別可能性について検証した。 
【実験方法】気相化学輸送法を用いて単結晶の育成をおこなった。磁化の測定には MPMS、電気抵抗率
の測定には PPMS(ともに Quantum Design 社)を⽤いた。室温での電気抵抗は、回路テスターで確
認した。 
【結果・考察】過去に育成した様々なバッチから α-Dy2S3 単結晶を抽出し、サイズの違いがあるが長手方

向の電気抵抗が 1 kΩより小さいものを type I とし、大きいものを type II とした。抵抗値 600 Ωの type I
の試料を Ia、60 kΩの type II の試料を IIa として測定した、TN2 近傍の磁化率の温度依存性を図 1 に⽰す。
Ia が c-easy, IIa が a-easy であるという仮説を立てたのだが、ともに a-easy という結果になった。カテゴ

リーの境界値を下げて再検討したい。これらの試料の電気抵抗率の温度依存性を図 2 に示す。両試料と

みにrは降温とともに増加するが、室温で高抵抗であった IIa の方が増加割合は大きい。ともに転移点よ

り高温で測定可能範囲を超えたために、電気抵抗率の異常増減現象は確認できなかった。過去に異常増

減現象を確認した試料では一様に、r (T )が 150 K 付近が極小となる浅い谷の構造を示した。今回の測定

結果から、a-easy 試料ではr (T )の谷構造が見られないことがわかった。同様の特徴の試料が静水圧の載

荷後除荷により電気抵抗率が劇的に小さくなるものの、異常増減を示さないことが過去に確認されてい

る。異常増減現象は磁化容易軸と密接に関係しており、c-easy 試料のみで観測される可能性がある。磁

化容易軸の判別方法として、液体窒素温度までのr (T )測定が有効である可能性がある。 
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図 1.磁化率の温度依存性 図 2.電気抵抗率の温度依存性 
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